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広大な海と海から陸につながる領域で
多様な人材が社会課題の解決のために
生き生きと活躍する企業を目指します。

ご挨拶

福田  智

　ニッスイマリン工業株式会社は、日本水産株式会社の海上職員を母体として1996年

1月に誕生しました。漁業で培われた海洋に関わる技術と知識を基礎に、グループ関係会

社との経営統合を経て、船員派遣事業、船舶運航管理事業、海洋土木事業、海陸エンジ

ニアリング事業など幅広い業務に携わっています。2011年4月に日本初の国際認証訓練

施設である「日本サバイバルトレーニングセンター」を開設しました。海洋産業で働く尊い

生命、大切な財産を守ることに貢献し、海洋産業の健全な発展にお役立ちできることを

願っています。

　「誠実・真実・遵法」を企業理念とし、「正直に・謙虚に・礼儀正しく」を行動の原理原則

として、持続可能性のある社会の実現に向けて従業員一同最善を尽くす所存です。

代表取締役社長



社　　名 : ニッスイマリン工業株式会社
代 表 者 : 福田 智
本　　社 : 福岡県北九州市戸畑区銀座2丁目6番27号
設　　立 : 1996年（平成8年）1月25日
資 本 金 : 50百万円
事 業 所 : 東京事業所[東京都港区浜松町1丁目6番2号]
事業内容 : 船舶運航管理、内航運送業、船員派遣、海洋土木事業、
　　　　　浚渫工事、管工事及び機械器具設置、電気工事、
　　　　　発電・売電事業、海/陸エンジニアリング、教育訓練
従業員数 : 240名（2022年8月1日現在）
決 算 期 : 3月

環境方針

会社概要

【基本理念】
ニッスイマリン工業株式会社は、『誠実』『真実』『遵法』を企業理念に掲げ、
海陸、広域に活動する企業の社会的責任として、地球や海に感謝の心を
持ち、地球環境の保全と資源の有効かつ持続的利用に配慮した活動に、
積極的に取り組みます。

【行動指針】
私たちは、基本理念に基づき、地球環境の保全と資源の有効かつ持続的
利用に配慮して活動します。
①省資源、省エネルギーの推進、廃棄物の削減等の活動を行い、健全な
環境の維持向上を図ると共に、環境汚染の予防に努めます。
②業務内容を継続的に見直し、環境に配慮した活動、製品及びサービス
の提供に努めます。
③環境方針、環境目的・目標を定め、その実現を図ると共に定期的な見直
しを行い、継続的改善を推進します。
④環境に関する法規制及び当社が同意するその他の社会的要求を遵守
します。
⑤従業員並びに利害関係者に対し環境方針を周知すると共に、従業員に
は環境管理活動に必要な教育を行い、環境に対する理解と意識の向上
を図ります。

企業
理念 真実遵法

誠実
当社の役員・従業員は、事業活動の遂行
にあたって、お客様の要望を真摯にお伺
いして、折り目正しく誠実に対応します。

当社の役員・従業員は、
事業活動の遂行にあたっ
て、違法や不正などは行
わず、正しい倫理観に即
　した行動をします。

当社の役員・従業員は、事
業活動の遂行にあたって、
事業領域に関する研究・
開発・修練を怠らず、業
務は正しく実行します。



OMEGAⅢはニッスイグループのファインケ
ミカル事業・水産事業における魚油や油脂
類を北海道から九州まで、1年を通して海上
輸送しています。

《内航タンカー（油脂船）》
総トン数 : 499トン
航海区域 : 限定近海（非国際）
機関出力 : ディーゼル機関735KW
全長 : 60.11m　幅 : 10.00m　
深さ : 4.50m　定員 : 7名

OMEGAⅢ

海洋部

◎ 自社船「OMEGAⅢ」による魚油や油脂類の運搬事業、洋上風力発電をはじめ、多種多様な
　 船舶への船員派遣事業など経験豊かな国家資格受有者により、お客様からのご要望に
　 沿った取り組みをしていきます。

海洋事業チーム

海洋部

技術支援チーム

◎ ニッスイグループ会社の船舶工務等の技術支援
　 及び資機材調達並びに輸出手続き業務を行って
　 います。

チリ船籍 トロール工船



※北九州市優良業者認定 港湾A 令和４年４月１日
・ 岩屋地区増殖場造成工事（30）　          ・ 海岸（高潮）白野江護岸工事（30-3）
・ 響灘東地区基地港湾地盤改良工事（2）　・ 廃棄物響灘東（北）護岸工事（3-2）
・ 令和3年度 福岡管内３区間運転保全工事　
・ 令和4年度 山口管内２区間運転保全工事

■ GWO認証訓練修了者　11名

エンジニアリング部

海洋部

工事建設部チーム
◎ 港湾工事を主軸に、陸揚管設置、海底ケーブル調査業務、陸上工事を行っています。
　 確かな技術力で品質を重視し、安全で安心な施工を行います。

陸上風車点検現場 風車ナセル内の点検作業中 点検後の試運転実施中

廃棄物響灘東（北）護岸工事（3-2）　※ジャイロマスター工法使用 岩屋地区増殖場造成工事（30）　※アワビ増殖場

海岸（高潮）白野江護岸工事（30-3）
※台風時の高潮対策

◎ 風力発電の据え付け、試験及びメンテナンス業務支援。
　 2050年のカーボンニュートラルに向けて、洋上・陸上風力発電を始めとする「クリーンエネルギー」事業に対し、 
　 風力発電の据え付け、試験及びメンテナンスに関し、業務支援を行うなど、新しい事業にチャレンジしています。



　NSTCは2011年の設立から一貫して、海洋事故に伴う人的被害と事故
損失額を最小にする、という理念に基づいた訓練事業を通じて社会に貢献
して参りました。
　現在、洋上設備に関連する作業従事者へ向けたOPITO認証訓練をはじ
め、船舶乗組員に必須となるSTCW条約訓練、急拡大する風力発電事業に
関わる人材を対象としたGWO認証訓練、更には、日々人命救助に尽力する
公的機関向けにアレンジを加えた各種訓練など、NSTCでは多岐に渡る訓
練を提供しています。

■ GWO認証※1　風力発電施設作業従事者向け基本訓練
■ OPITO認証※2　洋上サバイバル訓練 （BOSIET/FOET/HUET）
■ 日本海事協会NK認証 STCW※3基本訓練 能力維持講習
■ 国土交通省認定講習（救命艇手/限定救命艇手）
■ ヘリコプター乗員向け不時着対応訓練（ADC/ADE/ARDC）
■ 潜水技術研修（DTT）
■ ご要望に応じた訓練（SPC）
※1　GW O : Global Wind Organisation
※2　OPITO : Offshore Petroleum Industry Training Organization
※3　STCW : 船員の訓練及び資格証明、当直基準に関する国際条約

日本サバイバルトレーニングセンター

GWO認証訓練 ナセル脱出を想定した緊急降下訓練

OPITO認証訓練 BOSIET HUET
ヘリコプター脱出訓練

訓練用救命艇設備ダビッド式救命艇

GWO認証訓練 救助装置の使用方法への習熟 潜水海洋実習 実水域（洞海湾）での潜水訓練 消火訓練・高所訓練

STCW条約訓練 個々の生存技術（カーペット） 訓練棟

STCW条約訓練
船舶火災を想定した消火訓練

◎ 日本初の国際基準に準じた洋上サバイバル訓練を提供する
　 トレーニングセンターです。

NSTCのシンボルマークは、NMKの親会社である日本水産株式
会社の当時のブランドシンボルと、いのちを守る浮環とを掛け
合わせてデザインされました。

https://n-s-t-c.com/



■各種有資格者（2022年8月1日現在） ■主要取引先企業・団体様（2022年8月1日現在）

■組織図（2022年8月1日現在）

海上関係 免許・資格 人数 陸上関係 免許・資格 人数

◎第三種電気主任技術者
◎第一種・二種電気工事士
◎1級土木施工管理技士
◎1級管工事施工管理技士
◎水産工学技士
◎救急救命士
◎応急手当普及員
◎3級特殊高所技術者
◎甲種防火管理者
◎甲種危険物取扱者
◎消防設備士
◎高圧ガス製造保安責任者
◎クレーン・デリック運転士
◎気象予報士
◎GWO認証訓練修了者

1名
6名
3名
1名
1名
1名
10名
4名
7名
2名
7名
1名
16名
3名
24名

国土交通省
北九州市
JAMSTEC（海洋研究開発機構）
東海運（株）
（株）石橋製作所
NECネッツエスアイ（株）
NTTワールドエンジニアリングマリン（株） 
（株）オーシャン・ジオフロンティア
（株）オフショア・オペレーション 
川近シップマネージメント（株）
五洋建設（株）
五栄土木（株）
（株）近藤海事 
芝浦機械（株）
神鋼物流（株） 
西部タンカー（株） 
洞海マリンシステムズ（株）
東京汽船（株） 
日本通運（株）
（株）ユーラステクニカルサービス

ドクターヘリ・医療関連
消防・警察 
日本水産（株）
ニッスイグループ関連会社
　　　　　　　　　※順不同

総務安全部 

人事育成部 

海洋部 

エンジニアリング部 

NSTC

東京事業所 東京事業所 

本社・戸畑事業所代表取締役

株主総会

取締役会

倫理委員会

ISO環境委員会

安全衛生委員会

◎一級海技士（航海）
◎一級海技士（機関）
◎一級海技士（通信）
◎二級・三級海技士（航海）
◎二級・三級海技士（機関）
◎二級・三級海技士（電子通信）
◎調理師
◎船舶料理士
◎潜水士
◎送気調節係員
◎救急再圧員
◎一級・二級小型船舶操縦士
◎救命艇手
◎海上工事施工管理技術者
◎赤十字水上安全法救助員Ⅰ・Ⅱ
◎一般社団法人水難学会 着衣泳指導員
◎JLA プールライフガード

9名
6名
1名
38名
22名
10名
13名
11名
14名
2名
8名
61名
20名
1名
3名
4名
14名



2022.08.2000

本　　　社 : 〒804-0076 福岡県北九州市戸畑区銀座2丁目6番27号
         　　　TEL.093-884-2010  FAX.093-884-2029
東京事業所 : 〒105-0013 東京都港区浜松町1丁目6番2号
         　　　TEL.03-5733-7311  FAX.03-5733-7313

h t t p : / / w w w . n i s s u i - m a r i n e . c o . j p

戸畑区
Tobata-ku北鳥旗町

訓練棟
Training Facility

ニッスイマリン工業株式会社
NISSUI MARINE KOGYO CO., LTD

JR戸
畑駅

若戸大橋

新若戸道路（若戸トンネル）

洞海湾

●ウェル戸畑

●若戸渡船乗場
至小倉

若戸トンネル
入口若戸大橋

入口大橋公園

至八幡

銀座

南鳥旗町

●イオン戸畑

地下鉄空港線約5分 リムジンバス最速33分

在来線 快速約7分

北出口より徒歩約10分
在来線 特急約50分

新幹線 約15分

飛幡八幡宮●
戸畑区役所●

戸畑図書館●浅生
通り

●戸畑警察署

JR九
州鹿
児島
本線

若 松 区
Wakamatsu-ku

JR博多駅

福岡空港

JR戸畑駅 JR小倉駅

北九州空港

救命艇設備
Lifeboat Facility

本社（右）とNSTC（左）

消火訓練施設
Firefighting Training Facility


